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福山地区消防組合は、広島県の東南端にあり、瀬戸内

海沿岸のほぼ中央部に位置し、岡山県と境界を接し、南

は燧灘
ひうちなだ

をへだて愛媛県に対しています。

管内は、東西約35km、南北約61kmにわたり、面積は、

1,095.59k㎡と広大です。北部には、800ｍを超える山々

が連なり、南部に

は、瀬戸内水系の

芦田川が瀬戸内海

に注ぎ、河口には

福山平野を発展さ

せ、「ばらのまち

福山」の市街地中

心部を形成してい

ます。

つづいて、沼隈
ぬまくま

半島の先端にある鞆
とも

の浦は、瀬戸内海

国立公園を代表する景勝地で、さらに南方海上には瀬戸

内の島々が散在しています。

また、北部の帝釈川一帯は、国定公園帝釈峡として四

季折々の彩を見ることができます。

当消防組合は、現在２市１町（福山市・府中市・神石

郡神石高原町）で構成される一部事務組合で、１本部

（２部５課）８消防署、１分署、６出張所で組織し、管内

人口約52万人の生命、身体、財産を、職員558人で「地

域住民の安心と安全の確保」を行政目標に掲げ、消防業

務に取り組んでいます。

それでは、当消防組合が現在行っている、住民への安

心・安全を提供するための施策をいくつか紹介します。

まず、平成19年（2007年）４月には、中国地方で初とな

る高度救助隊（スーパーレスキュー福山）を発足させまし

た。高度救助隊は、人命救助に関する専門的かつ高度な

知識及び技能を有する隊員で構成し、高度救助資機材を

最大限に活用し、より高いレベルで住民の安心・安全の

確保に努めています。

救急業務においては、平成16年（2004年）４月から、速

やかに傷病

者の保護又

は応急処置

に対応する

ため、ポン

プ車が出動

して救急隊

を支援する

救急支援活

動（ＰＡ連携）の運用を開始しました。また、平成17年

（2005年）からポンプ車にもＡＥＤ（自動体外式除細動器）

を積載し、管轄署所の救急隊が出場中でも有効的なＰＡ

運用ができるよう取り組んでいます。

さらに、年々増加し複雑化する救急需要に対応するた

め、救急救命士の養成及び救急救命士の気管挿管及び薬

剤投与資格者の育成

に取り組み、救急体

制の強化を図ってい

ます。

そして、今年度、

消防通信指令管制シ

ステムの構築を図っ

ており、来年度から

の運用を予定してい

ます。これにより、

１１９番通報受付処理能力がより強化され、大規模広域

災害にも対応が可能となります。

さらに、携帯電話等からの１１９番通報に係る位置特

定システムを備えることにより、広範囲な管轄エリアで

も的確な災害点の特定ができます。また、災害点までの

ルート表示機能の活用により、地理不案内な場所でも迅

速な現場到着が可能となり、より充実した住民サービス

の提供ができるようになります。

住民と消防との「信頼」という絆は、「安心」による

ものと考え、子どもから高齢者までのだれもが、心から

安心して安全で快適に暮らせることのできる地域社会の

実現に向けて職員一丸となって取り組んでいきたいと考

えています。
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